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報道関係各位                      2020 年５月 20 日 

株式会社ＯＤＫソリューションズ 

(コード番号：3839 東証二部) 
 

～新型コロナウイルスの影響で進路が変わる受験生多数！？～ 

休校期間が長かった学校は不利？ 入試時期は変わる？ 

受験生の９割以上「受験に不安」、約８割受験勉強に「支障あり」  
約３割が受験方法の見直しを検討 

【「受験生への新型コロナウイルスの影響に関する調査」結果】 
 

  

ＯＤＫソリューションズ（本社：大阪府大阪市 代表：西井生和、以下ＯＤＫ）は、半世紀以上にわたり、日

本の大学入試を支えるサービスを提供しています。2016 年からは日本初となる大学横断型「受験ポータルサイ

ト『UCARO®（ウカロ）』」の提供を開始し、現在では国内の総受験生の約２人に１人が利用しています。 

現在、新型コロナウイルス（以下、新型コロナ）を背景に、勉強や受験に対する不安の声が大きくなりつつあ

ります。そのような中、ＯＤＫではこの度、2021 年度（2021 年４月入学者対象）入試を控えた高校３年生 200 名

を対象に、「受験生への新型コロナウイルスの影響に関する調査」を実施しました。 

 

■調査結果ダイジェスト ※本調査を引用する際、『ＯＤＫソリューションズ調べ』と記載ください。 

 

✓新型コロナの影響により、受験に不安がある受験生は９割以上（93.5%）！ 

すでに受験勉強に支障が出ていると感じている受験生は約８割（78.0%）！ 

 ✓新型コロナの影響により、受験方法の見直しを検討していると回答した受験生は約３割（28.5%）！ 

 うち６割以上がＡＯや推薦入試での早期の受験を検討、約半数が志望校のレベルを下げると回答 

 一方、例年どおりの入試実施を望む受験生も多数 

✓各学校の対応の違いによって受験への不公平さを感じると回答した受験生は 7割以上（73.5%）！ 

休校期間の長さや授業のすすむスピードが変わってしまうということだけでなく、 

オンライン授業や学習用端末貸与の有無等、自宅学習に対する支援の差に不公平を感じる傾向 

✓新型コロナ対策として、約２人に１人（44.5%）の受験生がすでにオンラインサービスで学習！ 

満足度をあげるポイントはモチベーションキープ 

✓受験情報のこまめな発信や入試情報やスケジュールの一元管理システムを求める声が多数！ 

 オンラインオープンキャンパスの開催やオンライン資料送付を求める声も 

 

 ■調査概要 

【調査対象者】2021 年度（2021 年４月入学者対象）入試を控える高校３年生 200 名 

【調査方法】インターネットリサーチ 

【調査期間】2020 年 4 月 27 日（月）～2020 年 4 月 30 日（木） 

【調査協力会社】株式会社ネオマーケティング 
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■調査結果 

 

 

 

 

2021 年度入試を控える受験生に、新型コロナの影響を背景とした受験への不安について尋ねたところ、「不安

がある」「どちらかといえば不安がある」と答えた人の合計が９割以上（93.5%）にものぼることがわかりました。

また、現在すでに受験勉強に「支障が出ている」「どちらかといえば支障が出ている」と答えた人は約８割（78.0%）

に達しています。 

「不安がある」と答えた人に具体的な内容を尋ねると、「学校ごとの対応（休校等）の差による勉学への影響

（63.1%）」、「試験の中止・延期の可能性（60.4%）に不安」、「家での学習（59.4%）」が上位を占めました。 

また、感染拡大防止のために「大学のオープンキャンパスに参加できない可能性」が約６割（58.3%）、「受験・

大学に関する情報収集」が約３割と、学校選びのために必要となる情報収集に不安を感じている人が多いことが

わかります。 

加えて、受験までのスケジュール管理がしづらいことや、自宅学習による勉強の進捗、入試内容・試験方式変

更の可能性、受験に対するモチベーションキープに対して不安を感じると回答した人がいずれも５割を超えてお

り、先行きの不透明感を背景とした不安や相対的な学力が把握しにくい自宅学習等に対して不安を感じる人が多

いことがわかります。 

不安がある, 76.0%

どちらかとい

えば不安があ

る, 17.5%

どちらでもない, 3.5%

どちらかというと不安はない, 1.5%

不安はない, 1.5%

新型コロナの影響による

不安はありますか。
（n＝200）

新型コロナの影響により、受験に不安がある受験生は９割以上（93.5%）！ 

すでに受験勉強に支障が出ていると感じている受験生は約８割（78.0%）！ 

「学校ごとの対応の差」「試験の中止・延期の可能性」「自宅学習」に不安の声多数 

支障が出てい

る, 39.0%

どちらかといえ

ば支障が出てい

る, 39.0%

どちらでもな

い, 12.5%

どちらかといえば

支障は出ていない, 

6.5%

支障は出ていな

い, 3.0%

新型コロナの影響を受け、

受験勉強に支障が出ていますか。
（n＝200）

63.1
60.4
59.4
58.3
57.8

55.1
52.9
51.3

35.8
33.7

24.6
23.5
21.9

18.2
16.6

13.4
2.1

学校ごとの対応（休校等）の差による勉学への影響
試験の中止・延期の可能性

家での学習
大学のオープンキャンパスに参加できない可能性

受験までのスケジュール管理
塾・学校に行けないことによる勉強の進捗

試験内容や試験方式変更の可能性
受験へのモチベーションキープ

受験に関する情報収集
大学に関する情報収集

入試制度理解
勉強について相談できる相手がいないこと
入学後の大学生活（授業が始まらない等）

友人との勉強状況共有や教えあいが簡単にできないこと
志望校について相談できる相手がいないこと

自宅学習における家族からの干渉
その他

％

具体的にどのようなことに不安を感じていますか。 

（複数回答可／n＝187） 
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受験に対する不安を募らせ、勉強にも支障が出ていると回答する受験生が多い中、受験方法の見直しを検討

する人も出てきています。調査によると、受験方法の見直しを「検討している」「どちらかといえば検討してい

る」と答えた人はすでに約３割（28.5%）となっています。 

そのうち、早期に実施されるＡＯや推薦入試を利用することを考えている人がそれぞれ６割以上（いずれも

63.2%）にのぼります。また、志望校のレベルを下げると回答した人が約半数（45.6%）との結果になりまし

た。その他、自由回答では「受験科目が少ない大学に変更する」「そもそも大学進学できるかわからなくなっ

た」という回答も見受けられ、新型コロナが多くの受験生の進路に影響を及ぼしていることがわかります。 

一方、見直さないと回答した人が約４割（41.5%）にのぼっており、現時点においては自身の当初の予定どお

りの受験を望み、例年どおりの入試実施を期待している様子が窺えます。 

また、「どちらでもない」と回答した人も３割（30.0%）という結果になりました。前述の調査結果のように

９割以上（93.5%）の人が受験に不安を感じており、その不安や先行きの不透明感に起因して迷いが生じている

様子が垣間見えます。 

 

  

新型コロナの影響で受験方法の見直しを検討していると回答した受験生は約３割（28.5%）！ 

うち６割以上がＡＯや推薦入試での早期の受験を検討、約半数（45.6%）が志望校のレベルを下げると回答 

一方、例年どおりの入試実施を望む受験生も多数 

さらに 45.6%が志望校のレベルを下げると回答 

35.1

33.3

24.6

12.3

7.0

8.8

5.3

3.5

28.1

29.8

21.1

26.3

10.5

8.8

7.0

7.0

10.5

10.5

26.3

26.3

24.6

31.6

31.6

3.5

1.8

3.5

8.8

8.8

10.5

19.3

15.8

1.8

24.6

22.8

19.3

26.3

47.4

31.6

40.4

3.5 80.7

AO入試の検討

推薦入試の検討

志望校のレベルを下げる

私立大学の受験校を増やす

来年度の受験を検討

受験する大学数を減らす

志望校のレベルを上げる

その他

具体的にどのような見直しを検討していますか。

以下のそれぞれの項目に関してあなたの考えに近いものを選んでください。
（n＝57）

あてはまる どちらかというとあてはまる どちらでもない どちらかというとあてはまらない あてはまらない 無回答

あてはまる, 

8.0%

どちらかといえばあ

てはまる, 

20.5%

どちらでもない, 

30.0%

どちらかといえば

あてはまらない, 

21.5%

あてはまらない, 

20.0%

新型コロナの影響を受け、受験方法の見直しを検討していますか。
（n＝200）

％ 
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新型コロナへの対応は地域や各学校等によって異なり、７割以上（73.5％）の人が受験への不公平さを感じて

いることがわかりました。 

特に「休校期間が異なる」ことや「授業のすすむスピードが変わる」といった授業への直接的な影響に対して、

９割以上（前者は 92.5%、後者は 91.1%）の人が不公平さを感じると回答しています。 

また、「リアルタイムでのオンライン授業の有無（86.4%）」や「学校からの自宅学習用タブレット端末等の貸与

（61.9%）」といった点にも多くの人が不公平さを感じており、自宅でも学習できる環境が整えられている人が受

験に対して有利だとする見方が強いことが窺えます。 

 

 

61.9

61.2

55.1

34.7

32.0

32.7

29.3

4.1

30.6

29.9

31.3

27.2

22.4

21.1

14.3

6.8

3.4

6.1

8.8

24.5

30.6

27.9

40.8

7.5

1.4

1.4

3.4

9.5

7.5

8.2

9.5

2.0

2.7

1.4

1.4

4.1

7.5

10.2

6.1

17.0 62.6

休校期間が異なる

授業の進むスピードが変わる

リアルタイムでのオンライン授業の有無

学校からの自宅学習用タブレット端末等の貸与

受験等に関する相談窓口の設置

自習室の開放（利用人数制限付き）

e-ラーニングの有無

その他

具体的にどのようなことが不公平に繋がると感じますか。

以下のそれぞれの項目に関してあなたの考えに近いものを選んでください。
（n＝147）

あてはまる どちらかというとあてはまる どちらでもない どちらかというとあてはまらない あてはまらない 無回答

各学校の対応の違いによって受験への不公平さを感じると回答した受験生は 7割以上（73.5%）！ 

休校期間の長さや授業のすすむスピードが変わってしまうということだけでなく、 

オンライン授業や学習用端末貸与の有無等、自宅学習に対する支援の差に不公平を感じる傾向 

感じる,

44.5%

どちらかといえば

感じる, 

29.0%

どちらでもない, 17.5%

どちらかというと

感じない, 5.5%

感じない, 3.5%

各学校の対応方法の違いによって受験への不公平さを感じますか。
（n＝200）

％ 
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新型コロナ対策としてオンラインで学習をすすめられるサービスを利用する人が増えており、この度の調査に

おいても、半数近くの人（44.5%）がすでに導入済、約３割（29.5%）の受験生が「導入検討中」または「今後検

討したい」と答え、満足している人も半数を超える（51.7%）結果となりました。 

 

 

オンラインでの学習に対し、移動時間の無駄が省けることや、自分のペースで学習をすすめられること、効率

的に復習ができる等、多くのメリットを感じている一方、「やる気が出ない（60.0%）」や「集中できない（58.5%）」

といったモチベーションキープに苦心する人も約６割にのぼることがわかりました。 

 

  

 

 

40.5

38.5

26.5

29.0

30.0

23.5

27.5

17.5

22.0

15.0

39.5

35.0

36.5

32.0

30.0

35.0

31.0

38.0

21.0

21.5

10.0

12.5

22.0

24.5

23.5

24.5

22.5

24.0

31.5

26.0

5.0

8.5

9.0

6.0

13.5

13.0

15.0

14.0

19.5

29.5

5.0

5.5

6.0

8.5

3.0

4.0

4.0

6.5

6.0

8.0

外出する必要がないので省時間になる

自分のペースで勉強をすすめられる

わからないところだけを振り返り効率的に勉強できる

体調管理がしやすい

やる気が出ない

質問がその場でできなくて不便

集中できない

提出物や課題等のタスク管理がしやすい

対面授業に比べて学習の理解度が落ちる

効率が悪い

あてはまる どちらかというとあてはまる どちらでもない どちらかというとあてはまらない あてはまらない

新型コロナ対策として、約２人に１人の受験生（44.5%）がすでにオンラインサービスで学習！  

満足度をあげるポイントはモチベーションキープ 

導入している, 

44.5%

導入検討中, 

13.0%

今後検討したい, 

16.5%

導入しておらず

検討もしない, 

17.0%

よくわからない, 

9.0%

新型コロナの影響を受け、

オンラインでの学習サービス等（※）

を導入している、または検討していますか。
（n＝200）

満足, 

16.9%

どちらかと

いえば満足, 

34.8%
どちらでもない, 

22.5%

どちらかといえば

不満, 23.6%

不満, 2.2%

オンラインでの学習は

オフラインに比べ満足にできていますか。
（n＝89）

％ 

※ライブ講義、録画動画講義、チャットツール等による講師とのやりとり等 

オンライン教材を使っての受験対策についてどう思っていますか。 

以下のそれぞれの項目に関してあなたの考えに近いものを選んでください。 

（n＝200） 
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 教育現場にもＩＴ化の波が押し寄せる中、受験生から大学に期待すること、オンラインでできると便利だと

思うことについて質問したところ、大学からの情報発信に期待すると回答した人が最も多く、受験情報の収集

に積極的な姿勢が窺えます。 

また、受験生から大学に期待することとして次いで多かったのが「入試情報やスケジュールの一元管理シス

テム（72.0%）」の導入となりました。各学校において特色ある入試を実施される等、入試情報は学校選びの一

つのポイントとなりつつあります。また、出願期限や合格発表日、各種手続き期限等、受験時は守らなければ

ならないスケジュールが多くあり、それらは各学校によって異なります。入試制度の複雑化を背景に、手続き

漏れや失念を防ぐためにもスケジュールを一元管理できるシステムが求められていると推測されます。 

 

 

41.0

36.5

38.5

33.5

30.5

20.5

16.0

4.0

32.5

35.5

29.5

32.5

30.5

32.0

27.0

2.5

16.5

19.0

21.0

25.5

24.5

24.5

29.5

6.0

5.5

6.0

5.5

4.0

9.0

15.5

19.5

1.5

4.5

3.0

5.5

4.5

5.5

7.5

8.0

5.0 81.0

大学側からのSNS等でのこまめな情報発信

入試情報やスケジュールの一元管理システム

オンラインオープンキャンパスの開催

オンラインでの資料の送付

動画による講義の疑似体験

オンラインチャットなど気軽に大学担当者と会話できる機会

オンラインチャットなど気軽にOB/OGと会話できる機会

その他

大学に期待することは何ですか。

以下のそれぞれの項目に関してあなたの考えに近いものを選んでください。
（n＝200）

あてはまる どちらかというとあてはまる どちらでもない どちらかというとあてはまらない あてはまらない 無回答

59.0

51.5

57.0

49.0

53.0

1.5

26.5

27.0

21.0

26.0

20.5

0.5

10.5

15.0

15.5

18.5

18.0

2.0

2.5

4.5

5.0

4.0

6.5

1.0

1.5

2.0

1.5

2.5

2.0

1.5 93.5

大学からの情報受信（入試情報・学部情報・学内設備情報・学生生活

について etc...）

大学への問い合わせ

受験の合否確認

受験票の発行

入学手続き

その他

オンラインでできると便利だと思うことは何ですか。

以下のそれぞれの項目に関してあなたの考えに近いものを選んでください。
（n＝200）

あてはまる どちらかというとあてはまる どちらでもない どちらかというとあてはまらない あてはまらない 無回答

受験情報のこまめな発信や入試情報やスケジュールの一元管理システムを求める声が多数！ 

オンラインオープンキャンパスの開催やオンライン資料送付を求める 

％ 

％ 
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【『UCARO®』の概要】 

『UCARO®』は、ＯＤＫが提供する、日本初の大学横断型の受験

ポータルサイトです。出願、スケジュール管理、大学との個別連

絡や合否照会、入学手続等、出願から入学に至るまでの手続き等

を一元管理することができます。『UCARO®』は大学間の垣根を越え、

“受験”の各プロセスにおける共通プラットフォームを目指し、

受験生の利便性向上・負荷軽減に加え、大学の業務効率向上・コ

スト削減を含めた省力化に寄与しています。 

2017 年４月入学者対象（2017 年度）入試よりサービスの提供を

開始し、現在では、約 2 人に 1 人の受験生にご利用いただいてい

ます。 

 U R L：http://ucaro-univ.net/  

紹介動画：https://www.youtube.com/watch?v=9q-ZxAf0odg 

 

■受験生のメリット 

・受験や入学に関する情報をマイページで一括管理・確認ができる。 

・マイページで登録した個人情報は、各大学の Web 出願で流用が可能。 

・『UCARO®』で受験に関する手続きの進捗等を確認できる。 

・入学手続きや振替・辞退手続きが『UCARO®』で完結。Web 決済も可能。 

■大学のメリット 

・受験から入学までの各プロセスを『UCARO®』に集約することが可能。 

複数のシステム間をまたぐデータのやり取りが不要に。 

・受験票・入学手続書類等の郵送にかかる費用や手間を削減。 

・メッセージ機能により、受験生からの問い合わせの対応やイベント告知等を行える。 

・受験や入学に関する手続きの進捗を受験生にリアルタイムでお知らせし、きめ細やかなフォローができる。 

 

 

【『UCARO®』×『みんチャレ』の概要】 

三日坊主防止アプリ『みんチャレ』のカテ

ゴリに「大学受験(UCARO®)」を開設し、大学受

験生及び未来の大学受験生（以下、学生）が集

まるコミュニティを提供。 

合格を目指す匿名の５人が１チームのチャ

ットで励ましあうことで受験に対するモチベー 

ションをキープし、受験勉強の習慣化のサポート 

並びに学生同士のコミュニケーションの場を創出します。 

 

■習慣化を促す『みんチャレ』の３つの仕組み 

・証拠写真を送る「自己認知」 

・同じ目標のユーザー同士の「ピアサポート」 

・ＡＩサポートやコイン獲得等の「ゲーミフィケーション」 

この３つの仕組みで行動変容が続くサポートをします。 

× 

http://ucaro-univ.net/
https://www.youtube.com/watch?v=9q-ZxAf0odg


デ ー タ に 、 物 語 を 。 
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【株式会社ＯＤＫソリューションズについて】 

機密性の高い大量データの処理に強みを持ち、教育・金融・医療分野にＩＴサービスを提供しています。 

[教育関連サービス] 

大学入試をトータルサポート。受験生の約２人に１人が利用する大学横断型「受験ポータルサイト

『UCARO🄬』」のほか、「入口（受験生向け広報）から出口（入学手続）」に至るまでをサポートする『大学

入試アウトソーシングサービス』を提供しています。 

[金融関連サービス] 

「証券総合システム『SENS21』」や「不公正売買監視システム『Watch21』」等を提供しています。 

[医療関連サービス] 

  臨床検査システムの運用業務のほか、クラウド型の電子カルテの開発並びに導入サポートを行っています。 

 

【株式会社ＯＤＫソリューションズ】 

〒541-0045 大阪府大阪市中央区道修町一丁目６番７号 

代 表 者：西井 生和 

設 立：1963 年（昭和 38年）４月１日 

資 本 金：６億 3,720 万円（2020 年３月 31日現在） 

T e l：06-6202-3700（代表） 

F a x：06-6202-0445 

U R L：http://www.odk.co.jp/ 

事業内容：教育・金融・医療分野へＩＴサービスを提供 
 

『ビジネスを、スマートにつなぐ。人生の、ストーリーをつむぐ。』 

ＩＴの力で、すべての人の人生に喜びをもたらしたい。私たちのビジネスは、夢に向かって挑戦する人の人

生を、より素晴らしい方向へとリードするソリューションでありたいと願っています。 

創業から 50 年以上の歴史の中で積み重ねてきたデータと経験で、お客様のビジネスをスマートにつなぎ、そ

して、より豊かな人生のストーリーをつむいでいきます。 

 


